
第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料１－３

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

※当面の間、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ顕
著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。
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くさつMIO夢先生事業
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

事業内容

評価

成果
プロスポーツ選手との交流を通じて、児童生徒のスポーツへの
関心を高めつつ、自分の夢や希望に向かって努力する大切さを
教えた。

より多くの子どもに授業を受けてもらうため、接触の少ないボー
ル運動や夢に向けた講義授業等、新型コロナウイルス感染症対
策を講じた内容で実施可能であることを案内する必要がある。

継続的な活動のために各団体が一層、連携を強化し、日常的な
情報交換等を行う必要がある。

①
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

各種関係団体と連携し
たスポーツ活動

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

各体育振興会

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催した。

地域の各種スポーツイベント等の充実を図るため、各種関係団
体との連携を強化し、効率的・効果的なスポーツ活動を推進す
る。

計画

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

実績

評価

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

実績

実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、地域スポーツクラブ 地域の各種スポーツイベント等の充実により、地域住民の主体的なイベント参画につなげる。

事業内容

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

成果
スポーツ推進委員の地域での活動の呼びかけや、体育振興会
連絡協議会での情報交換を通じて、各学区における運動会や
各種イベントの活性化に向けた取り組みを進めた。

課題

実績

くさつMIO夢先生事業開
催　２回
・常盤小学校　６年（２回）

計画

くさつMIO夢先生事業開
催　４回

くさつMIO夢先生事業開
催　４回

くさつMIO夢先生事業開
催　５回

くさつMIO夢先生事業開
催　５回

くさつMIO夢先生事業開
催　６回

草津市

MIOびわこ滋賀、小・中学校 児童生徒がスポーツの楽しさや素晴らしさを身近に感じ、スポーツをしたり、好きになるきっかけづくりにつなげる。

市内の小・中学校においてMIOびわこ滋賀と連携した体育の授
業を行い、児童とMIOびわこ滋賀の選手等のトップアスリートが
交流できる機会の充実を図る。

くさつMIO夢先生事業開
催　４回
・笠縫小学校６年（２回）
・志津南小学校６年（２
回）

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催した。
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大学等と連携したス
ポーツ活動

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

各体育振興会 実施計画

課題
今後、スポーツイベント等を通じ、地域と学生・生徒が交流を持
つことのできるよう、双方への情報提供等について検討する必
要がある。

立命館大学、市内高等学校 地域住民と学生・生徒の交流を通じて、地域のスポーツ活動の活性化につなげる。

事業内容
地域のスポーツ活動において大学や高等学校等と連携し、大学
等の専門性を生かした幅広いスポーツ活動を推進する。

計画

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

成果
新型コロナウイルス感染症の影響で連携を取りづらい時期が続
いたことや、地域・学生ともに状況が変わったこともあり、イベン
ト等の開催を行うことができなかった。

新型コロナウイルス感染
症の影響により、事業が
中止となった。

（
１

）
各
種
関
係
団
体
と
連
携
し
た
取
組
の
推
進

新型コロナウイルス感染
症の影響や地域・学生等
の状況の変化等により実
施することができなかっ
た。

課題
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料１－３

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

※当面の間、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ顕
著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進

①
広
範
囲
な
集
客
が
期
待
で
き
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

自転車競技大会の開催
協力

京都車連

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

3評価

くさつランフェスティバル

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

大会実行委員会 実施計画

商工会議所、観光物産協会 大会を活性化していくことで参加者の増加を図ります。

事業内容
官民協働による誰もが参加しやすい健康増進イベントを開催し、
スポーツに親しむ人の増加や健幸都市の推進を図る。

計画

参加者数　　６００人 参加者数　　６００人 参加者数　　８００人 参加者数　　８００人 参加者数　　１，０００人

成果

新型コロナウイルス感染拡大の影響から再三の延期をしてきた
が、今年度はついに第１回を開催することができた。参加者のな
かには他府県からの人もあり、スポーツ振興はもちろんのこと、
地元のPRにも寄与できた。

課題
第１回の開催を終え、コースや配置人員、駐車場等様々な課題
が見えてきていることから、ひとつずつクリアしていく必要があ
る。

実績

新型コロナウイルス感染
拡大にかかる緊急事態宣
言の発出を受けて、次年
度に延期となった。

参加者数　　８６４人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

京都府自転車競技連盟・滋賀県自転車競技連盟 自転車競技大会の開催を通じて、市内外へ草津市の魅力等を発信する機会とする。

事業内容
烏丸半島で開催される「草津ナイトレース」、「関西シクロクロス」
の自転車競技大会の開催協力を行う。

計画

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

成果
各日とも２００名程度の参加者が訪れ、自転車の利用促進や烏
丸半島の魅力発信に一定の効果があった。

課題

イベント自体には毎回多くの参加者が集まり、自転車への興味や関心
が高い方が多いものの、イベントコース（レース）での走行のみで完結さ
せることなく、自転車をキーとして、ビワイチ・ビワイチプラス等の魅力発
信を行い、市内観光や市内での消費行動につなげる等の連携について
検討が必要。

実績

・草津ナイトレース
５月２９日・６月５日
６月１９日・７月３１日
１０月２３日

・関西シクロクロス
１１月２１日・２３日

・草津ナイトレース
７月３１日
８月１４日
９月２５日

・関西シクロクロス
１１月２０日・２７日

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

○周知啓発の実施
○調整会議の開催

○実行委員会の開催
○競技運営の準備
○交流事業の準備

実績

令和９年度の開催に向けて、醸成された機運を維持できるよう
な周知啓発が必要となる。

課題

国内外から多くの方が参加する本大会を円滑に運営するとともに、参加者等の交流機会を創出する。滋賀県、共催市実行委員会

実施計画草津市実行委員会

令和９年度の開催に向けてポスター啓発を行ったほか、競技団
体と共催市町、県と調整会議を行うことにより、実施に向けての
機運の醸成を図ることができた。

成果

○実行委員会の開催
○競技運営の準備
○交流事業の準備
○周知啓発の実施

○周知啓発の実施○周知啓発の実施○周知啓発の実施○実行委員会の開催
○競技運営の準備
○交流事業の準備
○周知啓発の実施計画

概ね３０歳以上のスポーツ愛好者なら誰でも参加できる生涯ス
ポーツの国際総合競技大会であるワールドマスターズゲームズ
について、本市ではソフトボール競技の開催に向けてその準備
および運営を行う。（※大会の再延期により令和９年度開催で正
式合意）

事業内容
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料１－３

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

※当面の間、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ顕
著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 新規・継続 継続 新規・継続 新規・継続

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進

（
３

）
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
機
会
の
充
実

（
４

）
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
交
流
促
進

市内事業者や草津ブランド推進協議会と連携し、体験型ツアー
を２本造成した。（なお、４本実施予定であったものの、コロナの
影響を受け２本は見送り、実施した２本も規模縮小となった。）

②
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
じ
た
交
流
促
進

草津市版ヘルスツーリ
ズム実証事業

商
工
観
光
労
政
課

草津市観光物産協会

中心市街地におけるにぎわい拠点としての機能を担う施設とし
て、プロスポーツの試合やその他大規模なスポーツイベントを開
催することができた。

課題

プロスポーツの試合や大規模なスポーツイベント等を実施しているもの
の、新型コロナウイルス感染症の影響により、制限をかけての開催で
あった。今後はイベント開催制限の見直しがされ、イベント等の周知に
ついても検討していく必要がある。

新型コロナウイルス感染症の影響により、一部事業の中止が
あったものの、感染症対策を講じた上、市民の交流機会の創出
や、アスリート等の交流により競技力の向上につなげることがで
きた。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

多様な地域資源の掘り起こしを行い、本市の魅力を発信していく。

事業内容
「健幸」を意識しながら着地型観光の観点から本市の多様な地
域資源の掘り起こしを行い、旅行という非日常的な楽しみの中
で本市独自のヘルスツーリズムとして健康増進等を図る。

計画

市内事業者と連携した着
地型観光の造成

新型コロナウイルスの感
染状況を鑑み計画・実施
予定

未定 未定 未定

成果

・Ｂリーグ　２日
・Ｖリーグ　２日
・その他各種スポーツ大
会等　数日開催

・Ｂリーグ　３日
・Ｖリーグ　２日
・その他各種スポーツ大
会等　数日開催

課題
さらなるツアー造成を通じて、新たな資源の発掘や既存資源の
磨き上げを継続的に行っていく必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止
（参加型サイクリングイベ
ント「びわこ・くさつグルメ
ライド」のみ開催。参加者
約200名）

・草津健幸ウォーク 草津
めくるカレンダーづくり
３月１０日

・草津宿魅力発見本陣サ
ントゥールコンサート
３月１１日

コロナ禍でも開催できる事業内容を引き続き検討を進めていくと
ともに、引き続き、市民の交流促進等を期待できる事業に取り組
んでいく必要がある。

実績

〇市民参画イベントの開
催　２事業／年（市民体
育大会、歩こう会）
〇アスリート等交流事業
２事業／年（レッツエン
ジョイスポーツ、MiＯ夢先
生）

〇市民参画イベントの開催
６事業／年（市民体育大会、
歩こう会等）
〇アスリート等交流事業
４事業／年（レッツエンジョイ
スポーツ、MiＯ夢先生、レイ
クス市民無料開放デー）

①
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
推
進

プロスポーツ等の誘致

公
園
緑
地
課

合同会社草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、商工会議所 中心市街地のにぎわい拠点として、プロスポーツの試合等を誘致し観覧機会の増加を図ります。

事業内容
大規模なスポーツ大会やプロスポーツの試合の誘致により、国
内外の一流選手の高いレベルの試合を間近で観覧できる機会
の増加等を図ります。

計画

プロスポーツ等開催日数
３日

プロスポーツ等開催日数
３日

プロスポーツ等開催日数
３日

プロスポーツ等開催日数
３日

プロスポーツ等開催日数
３日

成果

実績

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①
様
々
な
か
た
ち
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
画
を
通
じ
た
市
民

の
交
流
促
進

スポーツ交流促進事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市、スポーツ協会、スポーツ推進委員協議会他 実施計画

スポーツを通じて人と人がつながり、さらにそこから交流が生まれることで、まちの活力を生み出します。

事業内容
各種スポーツイベントを開催することで、市民のスポーツ交流機
会の提供を行うことで、競技力の向上や地域の活性化につなげ
ます。

計画

・市民参画イベントの開催
７事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年成果

課題
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第２期草津市スポーツ推進計画　点検・評価シート 資料１－３

青色の網掛け個所を記入してください。

施策 具体的な取組 担当課

※当面の間、評価基準を次の通り読み替える。５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た（計画以上に準備行為等を行い、かつ顕
著な成果を得うる内容だった。） ４：計画以上にできた（計画以上の準備行為等を行っていた） ３：計画どおりできた（計画どおりの準
備行為等を行っていた） ２：計画どおりできなかった（計画どおりの準備行為等を行えなかった） １：取り組まなかった ※括弧内は、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により事業の全部または一部が実施できなかった場合等に適用する。

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施計画

滋賀県　他 市民総参加による大会運営を図るとともに、その経験を大会終了後につなげるように取り組む。

事業内容

大会運営のサポートや大会の観覧応援、関連イベントへの参加
など市民一人ひとりがそれぞれの立場で大会に参加できるよう
にするとともに、その取組が大会終了後も協働のまちづくりにつ
ながるようにする。

計画

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を検討する。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を検討する。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を進める。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を進める。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を進める。

成果

滋賀県準備委員会が策定した県民運動アクションプログラムを
踏まえ、本市の取組方向について検討するとともに、その中心
的な検討組織となる総務企画専門委員会の第１回専門会議を
開催した。

課題
ひきつづき、大会終了後につながる取組を検討する必要があ
る。

実績

中心的な検討組織となる
総務企画専門委員会の
設置準備を進めた。

中心的な検討組織となる
総務企画専門委員会を
設置し、第１回専門会議
を開催した。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

滋賀県　他 大会に対する市民の関心や参加意欲を高める。

事業内容
効果的な広報活動を積極的に展開するとともに、大会開催時に
は、本市を訪れる方々をはじめ、全国に本市が有する歴史や文
化、社会活動等の地域資源の魅力を発信する。

計画

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

成果
各種イベントへでの出展や広報誌等様々な手段を通じて、多く
の人に大会開催をPRすることができた。

課題
より周知するためには、より様々な機会を捉えて、効率的・効果
的に啓発活動を進める必要がある。

実績

○大会愛称やマスコットキャラク
ターによる広報
・オリジナル缶バッジの配付
○印刷物やメディアによる広報
・啓発紙の配付
○イベントによる広報
・イベントでの出展（健幸フェア・
わんにゃんマルシェ）

○大会愛称やマスコットキャラク
ターによる広報
○印刷物やメディアによる広報
○イベントによる広報
○庁内展示による広報
○通知文やごみ袋引換券等に
ロゴマークを活用したことによる
広報

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
５

）
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
契
機
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
レ
ガ
シ
ー

の
創
出

①
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
市
全
体
で
支
え
る
機
運
の
醸
成

大会の機運醸成に向け
た周知・啓発

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
推
進
室

草津市準備委員会

②
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
通
じ
て
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
醸

成
と
継
承

大会レガシーの創出

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
推
進
室

草津市準備委員会
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